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岐
阜
県
立
揖
斐
特
別
支
援
学
校
開
校

〜
地
域
に
根
付
く
学
校
を
目
指
す
〜

▲岐阜県立揖斐特別支援学校（旧谷汲小学校）

▲谷汲中学校生徒による谷汲踊 ▲宣誓の様子

イ
ビ
デ
ン
の
森
で
植
樹
活
動

〜
森
林
保
全
・
地
球
温
暖
化
防
止
に
〜

▲熱心に植樹作業が行われました

4
月
10
日（
金
）、
東
横
山
の
旧
藤
橋
小

中
学
校
で
学
校
法
人
西
濃
学
園
中
学
校
の

開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
濃
学
園
は
、
平
成
3
年
に
高
校
教
職

員
3
人
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
ス

タ
ー
ト
し
平
成
17
年
に
は
N
P
O
法
人
と

な
り
、
旧
藤
橋
小
中
学
校
の
校
舎
で
不
登

校
の
児
童
生
徒
が
学
校
に
復
帰
で
き
る
よ

う
心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

開
校
式
に
は
、
学
園
の
役
員
や
地
域
の

皆
さ
ん
な
ど
約
130
人
が
出
席
。
式
典
の

最
後
に
は
、
西
濃
学
園
の
校
歌
が
披
露
さ

れ
、
来
場
者
の
皆
さ
ん
は
、
心
地
よ
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

学
校
法
人
西
濃
学
園
中
学
校
が
開
校

〜
法
人
化
で
指
導
力
を
強
化
〜

▲西濃学園開校式の様子（旧藤橋小中学校体育館にて）

旧
谷
汲
小
学
校
が
改
装
さ
れ
、
4
月
か

ら
岐
阜
県
立
揖
斐
特
別
支
援
学
校
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

揖
斐
特
別
支
援
学
校
は
、
障
が
い
を
持

つ
児
童
生
徒
、ま
た
、医
療
的
な
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
な
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
登
校
で

き
、
個
別
の
学
習
指
導
を
行
い
な
が
ら
自

立
支
援
を
行
う
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部

を
有
す
る
学
校
と
し
て
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
9
日（
木
）に
行
わ
れ
た
開
校
式
で

は
、
新
入
生
の
幼
児
、
児
童
、
生
徒
の
計

39
人
を
代
表
し
て
高
等
部
1
年
の
竹た

け

内う
ち

博ひ
ろ

輝き

さ
ん
が
「
自
分
の
力
を
発
揮
し
て
、
い

き
い
き
の
び
の
び
輝
き
ま
す
。」
と
宣
誓

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
谷
汲
中
学
校
1
年

生
32
人
に
よ
る
谷
汲
踊
が
披
露
さ
れ
揖
斐

特
別
支
援
学
校
の
開
校
を
華
や
か
に
祝
い

ま
し
た
。

昨
年
8
月
に
、
イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社
、

N
P
O
法
人
揖
斐
自
然
環
境
レ
ン
ジ
ャ

ー
、
岐
阜
県
お
よ
び
揖
斐
川
町
の
4
者
で

締
結
し
た
「
生
き
た
森
林
づ
く
り
協
定
」

に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い
る
、
平
成
21
年
度

の
「
イ
ビ
デ
ン
の
森
」
森
林
づ
く
り
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
取
組
み
は
、
岐

阜
県
の
森
林
保
全
や
地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
に
企
業
参
加
に
よ
る
森
林
づ
く
り
活

動
を
行
う
も
の
で
す
。

4
月
11
日（
土
）に
今
年
度
初
め
て
の
植

樹
活
動
が
行
わ
れ
、
東
横
山
の
イ
ビ
デ
ン

の
森
に
イ
ビ
デ
ン
の
社
員
と
そ
の
家
族
、

地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
約
100
人
が
、
サ
ク
ラ

50
本
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
10
本
、
は
な
も
も
10

本
の
植
樹
を
し
ま
し
た
。

今
後
、イ
ビ
デ
ン
の
森
で
は
、
下
草
刈
り

な
ど
の
保
育
事
業
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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苗
木
を
育
て
て
か
ら
植
樹

〜
実
の
な
る
木
の
苗
木
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
活
動
〜

〜
森
林
の
恵
に
感
謝
し
て
〜

緑
化
功
労
者
を
表
彰
！

春
を
飾
っ
た
さ
く
ら
ま
つ
り

〜
谷
汲
山
門
前
が
大
賑
わ
い
！
〜

揖
斐
高
原
で
花
桃
フ
ェ
ス
タ

〜
揖
斐
川
町
の
花
は
な
も
も
の
中
で
〜

▲真剣に作業する生徒の皆さん（北和中学校にて）

▲表彰伝達の様子（貝月リゾートにて）

2
0
0
9
揖
斐
高
原
花
桃
フ
ェ
ス
タ

が
、
4
月
26
日（
日
）、
揖
斐
高
原
貝
月
リ

ゾ
ー
ト（
日ひ

坂さ
か

）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

三
倉
の
太
鼓
踊
り
や
久
瀬
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
の
合
唱
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。会

場
で
は
、
バ
ザ
ー
や
物
産
販
売
も
行

わ
れ
、来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
で
2
回
目
を
迎
え
る
フ
ラ

ワ
ー
プ
ラ
ン
タ
ー
の
「
花
・
美
コ
ン
テ
ス

ト
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲久瀬・藤橋保育園の園児による鼓隊演奏の様子

飛
騨
・
美
濃
さ
く
ら
33
選
に
選
ば
れ
て

い
る
、
谷
汲
山
参
道
の
桜
並
木
を
一
目
見

よ
う
と
、大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

4
月
12
日（
日
）に
は
、
町
営
谷
汲
門
前

駐
車
場
で
、
さ
く
ら
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、

夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
陽
気
の
中
で
、
お

よ
そ
2
万
人
の
観
光
客
は
、
い
び
お
ば
ば

太
鼓
や
谷
汲
踊（
県
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
）の
ほ
か
、
ヨ
サ
コ
イ
や
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
、
次
々
に
行
わ
れ
る
催
し
を
堪
能
し

て
い
ま
し
た
。

こ
の
町
営
谷
汲
門
前
駐
車
場
で
は
、
11

月
に
、
も
み
じ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

▲参道を活気付けたヨサコイの様子

町
内
の
小
中
学
校
で
、
実
の
な
る
木
の

苗
木
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
生
命

い
の
ち

の
水
と
森

の
活
動
セ
ン
タ
ー
と
N
P
O
法
人
揖
斐
自

然
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
主
催
で
行
わ
れ
、

ブ
ナ
・
コ
ナ
ラ
な
ど
の
苗
木
5
品
種
お
よ

そ
80
本
を
小
中
学
校
で
約
半
年
間
育
成
す

る
も
の
で
す
。

近
年
、
野
生
動
物
に
よ
る
農
林
産
物
の

被
害
な
ど
の
事
例
が
多
く
、
餌
と
な
る
木

の
実
が
少
な
い
こ
と
が
原
因
の
ひ
と
つ
と

い
わ
れ
て
お
り
、
実
の
な
る
木
が
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

4
月
21
日（
火
）に
、
北
和
中
学
校
の
生

徒
が
、
町
内
の
間
伐
材
で
プ
ラ
ン
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
作
り
、
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。
こ

の
苗
木
は
、
10
月
に
徳
山
ダ
ム
上
流
に
植

樹
さ
れ
る
予
定
で
す
。

4
月
26
日（
日
）、
揖
斐
高
原
貝
月
リ

ゾ
ー
ト（
日ひ

坂さ
か

）で
、
第
59
回
揖
斐
緑
と
水

の
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、「
広
げ
よ
う
緑
は
地

球
の
宝
物
」
を
テ
ー
マ
に
、
清
ら
か
な
水

を
育
む
大
切
な
緑
を
さ
ら
に
大
き
く
育
て

る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
い
に
く
の
雨
の
中
行
わ
れ
た
式
典
で

は
、
地
域
緑
化
に
貢
献
さ
れ
た
1
個
人
・

2
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
三
倉
の
太
鼓
踊
り
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

（
社
）岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会

揖
斐
支
部
長
表
彰

長な
が

屋や

佐さ

伊い

吹じ

様

小お

津づ

区
　
様

上か
み

ヶが

流れ

生
産
森
林
組
合
　
様
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岐
阜
県
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
豪
華
絢け

ん

爛ら
ん

な
5
輌
の
芸

が
曳ひ

き
揃そ

ろ

え
ら
れ
、
5
月
4
日（
月
）・
5

日（
火
）、
三
輪
神
社
で
、
華
や
か
な
衣
装

で
飾
っ
た
稚
児
役
者
に
よ
る
子
供
歌
舞
伎

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

揖
斐
祭
り
は
300
余
年
の
歴
史
が
あ
り
、

上
新
町
組
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
『
恋こ

い

女に
ょ
う

房ぼ
う

染そ
め

分わ
け

手
綱

た
づ
な

・
重し

げ

の
井い

子こ

別わ
か

れ
の
場ば

』

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
2
日
間
で
約
5
万
人
の
観
光
客

が
訪
れ
ま
し
た
。

揖
斐
祭
り
子
供
歌
舞
伎

〜
古
よ
り
伝
承
さ
れ
る
技
と
心
〜

〜
3
年
に
一
度
の
舞
〜

乙
原
歌
舞
伎

〜
子
ど
も
た
ち
も
シ
ナ
イ
背
負
い
舞
う
〜

北
　
方
　
踊
　
り

東
津
汲
鎌
倉
踊

〜
勇
壮
華
麗
な
伝
統
の
舞
〜

▲堂々と演じる子どもたち（三輪神社にて）

5
月
3
日（
日
）、
久
瀬
公
正
公
民
館
で
、

乙お
と

原は
ら

歌
舞
伎
保
存
会
に
よ
る
『
絵え

本ほ
ん

太た
い

功こ
う

記き

十じ
ゅ
う

段だ
ん

目め

尼あ
ま

ケが

崎さ
き

の
段だ

ん

』
が
上
演
さ
れ

ま
し
た
。

乙
原
歌
舞
伎
は
3
年
に
一
度
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
よ
り
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
、
待
ち
わ
び
た
約
300
人
の
皆

さ
ん
が
集
ま
り
、
迫
力
の
あ
る
舞
台
に
魅

了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲迫力満点の乙原歌舞伎（公正公民館にて）

▲クジャクの羽を形どった飾りが華やかです

町
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
北
方
踊
り
が
、
4
月
20
日（
月
）、

北
方
神
社（
北
方
）で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

北
方
踊
り
は
、室
町
時
代
の
は
じ
め
に
、

雨
乞
い
や
豊
年
を
祈
願
し
て
踊
っ
た
の
が

始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
、
北
方
の
反た

ん

原ば
ら

地
区

で
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

48
年
以
降
は
、
北
方
地
区
で
保
存
会
を
中

心
に
、現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

踊
り
に
は
、
き
た
が
た
幼
児
園
の
園
児

や
北
方
小
学
校
の
児
童
も
参
加
し
、
集
ま

っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
立
派
に
舞
う
子

ど
も
た
ち
に
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

▲「シナイ」を背負って踊る子どもたち（北方神社にて）

4
月
29
日（
水
）、
白し

ら

髭ひ
げ

神
社（
東
津
汲
）

で
、
岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
鎌

倉
踊
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

鎌
倉
踊
は
、武
者
踊
り
、太
鼓
踊
り
、ま

た
は
シ
ナ
イ
踊
り
と
も
呼
ば
れ
、
源
氏
が

平
家
を
滅
ぼ
し
た
と
き
に
、
戦
勝
を
祝
っ

て
踊
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
関
係
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

な
ど
約
200
人
が
集
ま
り
、
神
社
の
境
内
で

は
、
5
色
に
彩
ら
れ
た
飾
り
が
華
や
か
に

舞
い
ま
し
た
。

ま
た
、
久
瀬
振
興
事
務
所
隣
の
「
や
ま

び
こ
の
郷
」
駐
車
場
で
も
披
露
さ
れ
、
施

設
の
入
所
者
な
ど
が
楽
し
み
ま
し
た
。
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